
よしか広報

２０２３年（令和５年）
６月号・№２１２

吉賀町の人口・世帯数
（令和 5年 4月 30 日現在）

 人　口　5,746 人　(-2)
 　男　　2,747 人　(-1)
 　女　　2,999 人　(-1)
 世帯数　3,030 世帯(+7)

（　）内は前月との比較

藤根地区の藤
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オーガニックビレッジ宣言をしました

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

　吉賀町では令和５年４月２５日にオーガニックビレッジ宣言をしました。オーガニックビレッジ

とは、農業者だけでなく、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫して取り組む地域のこと

をいいます。

　国においては、「みどりの食料システム戦略」を策定し、２０５０年までのオーガニック市場を

拡大しつつ、日本国内の耕地面積に占める有機農業の取組面積割合を２５％、１００万ｈ aに拡大

することなどを目標に掲げました。

　吉賀町は有機農業に地域ぐるみで取り組む産地として、国の推進事業に採択され、有機農業の面

積拡大の取り組みを進めています。

　今後もこれまで以上の取り組みの推進のため講演会や、講習会等開催していこうと考えています

ので、ぜひご参加ください。
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新医療法人設立総会開催

　令和５年４月２７日、吉賀町役場にて医療法人「カタクリ会」の設立総会が開催されました。

　医療法人カタクリ会は、六日市病院の公設民営化への準備を含む、地域の医療介護体制の再構築

に取り組む法人となり、理事長は飯島献一医師（津和野共存病院副院長）となります。

　現在、吉賀町を含む益田圏域では、人口の減少とともに高齢化が進んでおり、市町がそれぞれ単

独で医療介護を継続していくことが難しくなっています。こうした状況の中、益田圏域の医療機関・

介護施設等との連携を深め、吉賀町内における医療介護の質の向上と効率的なサービス提供の体制

を作ることが必要となっています。

　この医療法人カタクリ会は、吉賀町における医療の灯を消さないため、そして地域の皆様が安心

して医療が受けられ、健康に過ごすことができる医療介護の提供体制を構築していきます。

　カタクリ会では、現在、県に医療法人としての設立認可申請を行っており、認可されれば、まず

は吉賀町上高尻にある旧高尻へき地保育所の施設を拠点に、医師が患者の自宅を訪問し診療する「訪

問診療」を開始します。

　今後は、吉賀町医療介護統括管理者である益田赤十字病院の木谷院長をはじめ、圏域の医療機関

等と連携し、公設民営化後の六日市病院の指定管理に向けた取り組みを進めていきます。

（ 左 か ら 松 浦 理 事、 赤 松 理 事、 木 谷 理 事、 飯 島 理 事 長、 宮 本 理 事、 吉 中 監 事 ）
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行政相談委員に就任

吉賀町担当の行政相談委員に、令和５年４月１日付で次の方が委嘱されました。

谷　みどりさん

村本　靜江さん

委嘱期間は令和７年３月３１日までの２年間です。

　行政相談委員は、総務大臣が委嘱した民間有職者（ボランティア）です。住民の皆様の

身近な相談相手として、行政などに関する相談を受け付け、助言や関係行政機関に対する

改善の申し入れを行うなどして、その解決の促進を図っています。

　相談会は柿木基幹集落センター、吉賀町福祉センターで開設しています。開設日程は町

民カレンダーをご覧ください。

　また、長年お勤めいただいた桑原恒夫さん、村上禎さんが令和５年３月３１日をもって

ご退任されました。お二人には総務大臣より感謝状が贈呈されました。

　　　　　村本　靜江さん　　　　　　　　　　　　谷　みどりさん
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吉賀町上下水道情報

◇ 吉 賀 町 の 水 道 料 金 に つ い て ◇

　皆さんは吉賀町の水道料金が島根県の中でも「安価である」ということをご存じでしょうか。

　現在、島根県全体の水道料金の平均は 1か月あたりで３，８９６円となっています。

　また、全国の給水人口が０．５万人未満の事業体の

平均では３，８７１円となっています。

　上記の水道料金と比べ、吉賀町の水道料金の平均は

３，０４７円となっており、これは様々な事業体と比べ

ても「安い」ということになります。（おまけですが、

日本で一番水道料金が高いところは北海道夕張市で、

６，９６６円となっています。）

　吉賀町の水道料金の安さの秘密の一つに高津川があり

ます。水道料金には水だけの値段ではなく、水道水にな

るまでの浄水費用なども含まれているので、水道料金を

安くするためには浄水費を抑える必要があります。汚れ

た水からきれいな水を作るよりもきれいな水をすこし改

良するほうが費用を抑えることができます。例えば、町

外の水道事業体ではきれいな水を確保するために、水源かん養事業を行う団体や、自前の水源

林を整備している団体もあります。自然保護を行うと同時にそこに多大な費用が生じます。そ

して、その費用は水道料金で賄うことになります。

　しかし、幸いにも吉賀町は環境に恵まれているため、そのような事業を直接行わずとも水源

に河川水や伏流水を用いることが出来ています。

　これら水源から湧き出た水がやがて集まり、高津川本流を形成します。

　過去に清流日本一にも選ばれた高津川。美しい清流は豊かな自然に育まれた水源とそれを守

る多くの人の手の努力があって維持されています。

　つまり、美しい高津川を守る活動は巡り巡って水道の経費削減にも繋がるということになり

ます。今後とも皆様のご協力をお願いします。

異常気象時における国道９号線の事前通行規制区間について

➡

問い合わせ　国土交通省浜田河川国道事務所　TEL:0855-22-2480

　大雨が連続し雨量が基準（200mm）を超える恐れがある場

合は左図国道 9号区間の通行止めを実施します。

　事前通行規制、災害時等に関する情報提供を行っています。
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー

　わたしたち「食生活改善推進員」は、食育の推進役です。「私たちの健康は、私たちの手で」

をスローガンに食を中心とした健康づくりを地域に普及しています。

　今年度は 58 名で活動します。（女性 57 名、男性 1名）　吉賀町初の男性も加わりました！

　今年度は役員改選があり、会長に三浦万利子さん、副会長に本廣明美さんが選任されました。

　吉賀町食生活改善推進協議会の主な取り組み内容は、食育活動の推進・うす味の普及・野菜料

理を今より一皿増やす・食文化の伝承・地産地消の推進・高齢者の低栄養予防・災害に備えた地

域づくり・運動習慣の定着・がん検診の受診のすすめなどです。

　ピンクのエプロンと Tシャツが目印です。

　今年度も各地区での教室や訪問、イベントなどでお会いしますが、この活動にご理解いただき、

一緒に楽しく健康なまちづくりを目指しましょう。

　６月は食育フェアも開催します。

「私たちの健康は私たちの手で」

６
月 は 心もからだも健康に、豊かでいきいき

とした生活を送るために「食べること」

についてしっかり考えてみませんか？

「食育」はすべての世代の人にとって

大切なことです。食育月間

2023　環境×食育フェア in 吉高

　　　日時：　６月１３日（火）１３時４０分～１６時

　　　場所：　吉賀高校　体育館

　　　内容：　映画会「弁当の日」体験・展示ブース

　　　　　　　※詳しくはチラシをご覧ください。
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保健だより
健康・食育・予防

　【お口の役割】

　食べる・味わう、唾液を出す（免疫機能）

　話す、表情を作る　などなど

　お口は、生きていくために欠かせないさまざまな役割を担っています。

　痛みや口臭など気になることがあると、食事や会話がおっくうになってしまいますよね。

　お口の健康を保ち、日々の生活をより楽しく過ごしましょう！

６月４日から１０日は「歯と口の健康習慣」です」

　毎日のブラッシングだけでは、細かい部分や磨きにくい部分に意外と歯垢は残り、やがて

硬い歯石となりブラッシングでは除去できなくなります。お口の管理には、医療機関でそう

じしてもらうことも大切です。

　５月～７月は、今年 40 歳、50 歳、60 歳、70 歳になる方を対象に医療機関で歯周疾患検診

を行っています。

　この機会にぜひ受診し、お口チェックをしてみてくださいね。

（出典：島根県ホームページ「みんなで８０２０達成」）
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支援室だより吉高賀校

サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

吉
賀
町
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　クールビズとは、地球温暖化対策の一環として始まった、過度な冷房に頼ることなく様々な工夫をして

夏を快適に過ごす取組のことです。平成 17（2005）年からスタートし、夏場（５月から９月頃）の取り

組みとして全国的に定着してきています。今回は、ご家庭で実践できるクールビズの取り組みについて紹

介します。

①室温の適正化

　冷房時の適正な室温の目安を 28℃としていますが、熱中症の予防の観点からも体調を考慮しながら無

理のない範囲で室温を管理することが重要です。冷やした空気を逃がさないように戸や窓をしっかり閉め

る、冷房に加えて扇風機を活用する、こまめにフィルター掃除をするなど行うと冷房効率を上げることが

できます。また、一つの部屋に集まって一家団らんし、エアコンの稼働を１台にするとさらなる効果が期

待できます。

②温度に適した服装

　室温の適正化と同時にその温度に適した服装を選択することも重要です。近年、吸水速乾性、防臭抗菌

機能、接触冷感など、通気性がよく、清涼感のある高機能な素材を使った肌着や Tシャツ、スーツなどの

衣類が登場しています。こうした高機能素材や地域の伝統素材を使った衣類などについても上手に活用し

てみましょう。

③その他の取り組み

　この他にも、よしずやグリーンカーテンで夏の強い日差しをカットする、TV などの使わない家電の電

源を切る、冷却ジェルシートや氷のうなどの冷感グッズを使用するなど、家庭で快適に過ごすための工夫

もたくさんあります。

　健康への影響も注意が必要です。外気温と室温との差が大きいと、体の自律神経やホルモンバランスを

崩しやすくなり、冷えに慣れて汗をかかないでいると、汗腺が退化して、体温調整機能が働かなくなって

しまうなど、健康への影響を指摘する専門家もいます。暑くなってきているからこそ、体にやさしい、地

球にやさしいクールビズを実践してみてはいかがでしょうか。

環境情報　～クールビズを実践しましょう！～

　４月８日、吉賀高校にて入学式が開催されました。今年度は、県外生７名を含む３５名が吉賀高校に入

学しました。早速授業も始まり、忙しいながらも充実した生活を送っています。支援室では、昨年度に引

き続き、部活動や地域クラブ、アントレなど様々な場面で、高校生活をサポートしていきます。

　入寮希望者の増加を受け、今年度から「吉賀町交流研修センター」を町外男子生徒受入施設として開設

しました。午後からは、「サクラマス交流センター」「吉賀町交流研修センター」の２つの寮で、入寮式が

行われました。新入生からは、「先輩が丁寧に寮のことを案内してくれたので、気が楽になりました。」「吉

賀で地域のボランティアに積極的に参加したい」といった声が上がっていました。

　最初は緊張した面持ちだった新入生も、徐々に緊張がほどけ、笑顔が見られるようになってきました。

今年度は、全校生徒９８名で学校生活を送っていきます。地域の皆様には様々な場面でご協力いただくこ

とがありますが、なにとぞよろしくお願いします。

～入学式＆入所式を開催しました～

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ
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ォ
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す
。

【
テ
ニ
ス
・
全
国
大
会

　
報
告
】

町長コラム
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トピックス
話題・できごと

【
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
出
身
の
板

垣
龍
聖
く
ん
・
柴
田
朋
弥
く
ん
が
益
田
・

鹿
足
学
童
選
抜
野
球
チ
ー
ム
の
選
手
と

し
て
活
躍
】

　 

益
田
・
鹿
足
学
童
選
抜
野
球
チ
ー
ム
（
以

下
、
益
田
・
鹿
足
選
抜
チ
ー
ム
）
は
、
益

田
市
と
鹿
足
郡
の
小
学
生
6
年
生
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
板
垣
く
ん
と
柴
田
く
ん
が

選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
益
田
・

鹿
足
選
抜
チ
ー
ム
は
、
２
０
２
２
年
11
月

19
日
、
20
日
開
催
の
山
陰
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

杯
、
２
０
２
３
年
３
月
11
日
、
12
日
開
催 

の
甍
杯
学
童
選
抜
野
球
大
会
、
３
月
26
日

開
催
の
山
陰
学
童
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

甍
杯
学
童
選
抜
野
球
大
会
で
は
優
勝

（
初
）、
山
陰
学
童
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

（
初
出
場
）
で
は
準
優
勝
の
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

 

益
田
・
鹿
足
選
抜
チ
ー
ム
で
も
板
垣
く

ん
と
柴
田
く
ん
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
チ
ー
ム
の
躍
進
に
貢
献
し
ま
し
た
。

 

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
中
学
校
へ
進
学

し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
29
日
、
30
日
、
令
和
５
年
度
最

初
の
高
体
連
テ
ニ
ス
県
大
会
（
個
人
選

手
権
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
の
県
高
校
総
体
（
イ
ン
ハ
イ
）

の
シ
ー
ド
決
め
を
す
る
大
事
な
大
会
で

す
。
吉
賀
高
校
か
ら
２
名
出
場
し
ま
し

た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
第
１
シ
ー
ド
の
加

藤
那
菜
さ
ん
（
2
年
）
が
優
勝
し
、
昨

年
か
ら
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
吉
賀
高
校
同
士
の
決
勝
戦
が
実
現

し
、
準
優
勝
が
田
口
桜
さ
ん
（
1
年
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
加
藤
・
田
口
ペ
ア

が
他
を
寄
せ
付
け
ず
初
優
勝
し
、
吉
賀

高
校
女
子
が
シ
ン
グ
ル
ス
も
ダ
ブ
ル
ス

も
タ
イ
ト
ル
を
取
り
ま
た
歴
史
を
作
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
県
総
体
の
１
シ
ー
ド
、

２
シ
ー
ド
が
確
定
し
た
の
で
、
ま
た
練

習
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
県
高
校
テ
ニ
ス
優
勝
】

写真　右側が板垣龍聖くん、左側が柴田朋弥くん
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月 火 水 木 金 土・日
体操の時間 セキュリティ対策のお願い １ ２ ３・４
月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

　近年、インターネットを介したコンピュー
ターウイルスによる個人情報の漏えいや
金銭的被害が全国的に増えています
　お使いのPC、スマートフォンなどのOSや
ウイルス対策ソフトウェアを最新の状態に
してお使いいただき、セキュリティ対策を
してください

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
９：45
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

５ ６ ７ ８ ９ １０・１１
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編【５月放送分】

9：00
●柿本人麿没後1300年！
　ひとなぞクイズ

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
９：45
●とんと昔があったげな

９：00
◎「源氏物語」を
　　読み解く

6：00
●ニュース
　サンネット

１２ １３ １４ １５ １６ １７・１８
9：00
★七日市神楽祭2023
　八久呂太鼓40周年
　記念スペシャル

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●サンイン４rin
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
９：45
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●よしかの里の昔話

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４・２５
9：00
▲安来市加納美術館
     トークイベント

10：00
▲小説家 武内涼氏 
       特別講演会

9：00
●柿本人麿没後1300年！
　ひとなぞクイズ

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
９：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎人生が豊かになる
　麻雀講座

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●つわのミュージアム・
パスポート

津和野町議会６月定例会一般質問（１１２CH ）

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 受付時間
9：00
▲アマチュア・
　ミュージック・
　フェスティバル
　2023in益田

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●サンイン４rin
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
★七日市神楽祭2023
　八久呂太鼓40周年
　記念スペシャル

9：00
▲安来市加納美術館
     トークイベント

10：00
▲小説家 武内涼氏 
       特別講演会

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

吉賀町議会６月定例会一般質問（１１２CH ）

議会中継（１１２CH） 特別番組 サンネット LINE 公式アカウント

津和野町議会
６月定例会一般質問
６月１９日～２１日

吉賀町議会
６月定例会一般質問
６月２６日～２８日

七日市神楽祭2023
八久呂太鼓40周年記念スペシャル
【６月１２日・２９日放送】

５月５日吉賀中学校体育館で開催され
た七日市神楽祭の模様をお届け！
出演団体：八久呂太鼓保存会

　　　　   石見神楽左鐙社中
        つわの太鼓 

アマチュア・ミュージック・フェスティバル
2023in益田

【６月２６日放送】
益田市をはじめ、浜田市、江津市など
で活動するハードロックバンドや幅広い
ジャンルを演奏するバンドなど、８組が

出演

字

字

字

字

特

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特
特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特6 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２３
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

六
月
第
三
日
曜
日
は
父
の
日
。
毎
日
、
家
族
の
た
め
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
る
お
父
さ
ん
に
感
謝
!!

　

一
九
一
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ッ
ト
婦
人
が
、
自
分
た

ち
六
人
の
子
ど
も
を
男
手
ひ
と
つ
で
育
て
上
げ
て
く
れ
た

父
に
感
謝
を
さ
さ
げ
よ
う
と
「
父
に
感
謝
す
る
日
」
を
提

唱
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
日
本
に
は
一
九
五
〇
年
頃
に

伝
わ
り
、
毎
年
「
父
の
日
ギ
フ
ト
」
市
場
も
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
ね
。
ド
ッ
ト
婦
人
が
父
の
墓
前
に
さ
さ
げ
た
の
が

一
輪
の
白
い
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
バ
ラ
を
贈
る
よ
う
に

な
っ
た
と
か
。
赤
や
黄
な
ど
好
み
の
色
が
選
ば
れ
ま
し
た

が
、
日
本
で
は
黄
色
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
花

で
な
く
て
も
、
趣
味
に
関
す
る
ア
イ
テ
ム
も
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

参:

暮
ら
し
の
歳
時
記)

今
月
の
本
の
紹
介

母
の
作
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳　

渚

虫
と
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
慎
一
郎

女
性
の
う
つ
病　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
順
子

ハ
ー
ブ
の
花
図
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
登
志
子

や
さ
し
い
は
が
き
絵
入
門　
　
　
　
　
　

市
川
百
色
子

敬
語
練
習
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
吉
忠
行　

海
虹
妃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
徳
蔵

ラ
ヂ
オ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久　

悠

大
変
身
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川
次
郎

あ
か
り
の
湖
畔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
七
恵　

ふ
し
ぎ
な
森
の
転
校
生　
　
　
　
　
　
　

小
川
美
篤

な
に
が
み
え
る
の
？　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
の
み
ず
え

あ
め
ふ
り
ぼ
う
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
な
け
い
こ

【
お
知
ら
せ
】

　

４
月
初
め
か
ら
昨
年
募
集
し
た

「
心
が
動
い
た
私
の
一
冊
」
作
品

展
を
し
ま
し
た
。
町
内
の
小
学
校

・
中
学
校
・
高
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
か
ら
、
昨
年
も
た
く
さ
ん
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の

作
品
も
個
性
あ
ふ
れ
る
も
の
ば
か

り
で
す
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
子
ど
も
読

 ≪ベスト・リーダー！４月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「ものがわかるということ」 　養老　孟司　著

「小樽湊殺人事件」　　　　　 荒巻　義雄　著

「月の立つ林で」　　　　　　 青山美智子　著

「ぼくはなにいろ」　　　　　　  黒田　小暑 　著

「ここだけのお金の使い方」　　アミの会　　編

≪図書館利用状況４月≫

●貸出総数　２６２７冊

●貸出人数　　４１２人

●来館者数　　５２５人

 [ 図書館の休館日と

返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・図書返却ポスト

吉賀町内の各公民館

前に設置

図書だより
町立図書館・柿木公民館

ロ
ー
ド
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ

を
使
う
と
、

①
利
用
者
カ
ー
ド
の
代
わ
り
が
で
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

（
バ
ー
コ
ー
ド
を
表
示
）

②
読
ん
だ
本
の
記
録
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
マ
イ
・
ブ
ッ
ク
）

　

そ
の
他
の
機
能
も
あ
り
ま
す
が
、
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
図
書
館
に
来
ら
れ
た
時
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

書
週
間
（
４
月
２
３
日
～
５
月
１
２
日
ま
で
）
に
合
わ

せ
て
、
作
品
の
中
か
ら
数
点
を
選
び
、
紹
介
さ
れ
て
い

る
図
書
と
一
緒
に
並
べ
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
楽
し
い
本
を
探
し
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【図
書
館
の
ア
プ
リ
「
Ｌ
ｉ
ｂ
よ
し
か
」
に
つ
い
て
】

　

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

図
書
館
の
ア
プ
リ
が
で
き
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
グ
ー
グ
ル
プ
レ
イ
や
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
ー

な
ど
か
ら
ア
プ
リ
（
Ｌ
ｉ
ｂ
よ
し
か
）
を
ダ
ウ
ン

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79
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ちょうみんひろば

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

幕
末
、
明
治
期
の
郷
里
の
諸
賢
先
達
者

は
か
な
り
多
く
存
在
を
な
し
、
其
の
諸
相

を
経
眼
す
。
此
の
中
の
一
人
で
幕
末
か
ら

明
治
年
間
に
か
け
て
の
「
三
宅
雄
仙
」
は

吉
賀
地
方
を
代
表
す
る
数
少
な
い
名
医
で

あ
っ
た
。
今
か
ら
凡
そ
二
百
年
前
の
文
化

年
中
町
内
注
連
川
己
井
手
（
現
在
堂
免
）

で
出
生
す
。
代
々
医
業
生
業
で
も
有
り
一

入
（
ひ
と
し
お
）
努
力
家
で
若
年
の
内
に

名
声
を
馳
せ
、
其
の
医
術
を
慕
い
、
本
町

吉
賀
は
無
論
、
他
藩
地
か
ら
も
夥
（
お
び

た
だ
）
し
い
数
の
患
者
が
、
来
院
よ
っ
て

同
地
「
弘
道
橋
」
川
傍
の
土
手
畔
の
細
道

は
重
症
患
者
の
馬
車
、
あ
る
い
は
戸
板
担

ぎ
等
で
の
搬
送
で
何
時
し
か
傍
の
田
畑
地

は
巾
広
い
道
路
化
と
成
す
。
当
世
土
地（
特

に
田
畑
）
は
藩
制
に
取
っ
て
石
高
共
々
に

最
も
貴
重
な
る
所
領
の
一
つ
で
も
あ
る
。

よ
っ
て
藩
主
は
家
来
を
従
え
時
折
り
御
立

山
で
の
狩
り
行
事
を
兼
ね
藩
内
を
巡
察
の

際
、
偶
々
此
の
地
に
参
上
奉
り
給
ふ
。
此

の
土
地
柄
も
意
に
背
か
ず
掛
け
が
え
の
無

き
貴
重
な
る
地
と
検
閲
せ
し
も
、し
か
し
、

重
症
傷
病
人
多
く
を
見
参
一
種
の
哀
れ
み

を
感
受
せ
し
め
る
。
従
っ
て
「
見
て
見
ぬ

振
り
三
昧
」
で
の
御
加
護
よ
っ
て
、
跪
く

も
何
の
屈
託
隔
た
り
も
無
く
御
上
の
情
と

後
世
迄
伝
ふ
と
共
々
に
、
此
の
道
は
俗
に

「
雄
仙
道
」
と
銘
々
さ
れ
当
時
の
人
々
か

ら
今
日
に
伝
承
す
る
。

　

此
の
地
で
開
業
後
し
ば
ら
く
し
て
、
吉

賀
上
領
医
者
不
在
な
る
を
持
っ
て
、
六
日

市
代
官
よ
り
屋
敷
田
畑
多
く
を
賜
り
同
町

広
石
区
に
召
し
抱
え
ら
れ
開
業
に
至
る
。

　

し
か
し
、
此
の
地
の
雄
仙
は
、
私
財
所

領
は
差
し
て
気
に
入
れ
ぬ
、
む
し
ろ
領
民

と
相
交
じ
り
医
業
の
傍
ら
和
歌
を
愛
で
嗜

（
た
し
な
）
む
護
身
で
あ
っ
た
。
是
は
「
与

志
賀
和
歌
集
」
に
も
其
の
名
を
連
ね
て
い

る
。
例
え
ば
、「
月
影
は
か
く
も
さ
や
け

き
秋
の
野
に
何
を
さ
び
し
と
虫
の
鳴
く
ら

む
」
等
の
数
多
く
の
和
歌
が
残
存
す
。

　

し
か
し
、
雄
仙
と
て
所
詮
人
の
子
、
生

き
渡
世
生
き
る
者
の
定
め
寄
せ
来
る
年
波

に
は
叶
わ
ず
、
遂
に
明
治
二
十
年
晩
秋
日

昇
天
人
と
相
成
る
。
其
の
死
を
悼
み
、
数

多
く
の
人
々
患
者
よ
り
詠
み
送
ら
れ
し
歌

は
「
永
久
に
誉
れ
を
残
せ
し
菊
の
花
一
夜

の
風
に
姿
変
り
ぬ
」
と
、
伝
ふ
も
の
也
。

　

墓
標
は
同
地
区
内
山
裾
に
鎮
座
す
る
。

　

小
生
追
悼
歌
「
雄
仙
碑
永
遠
に
眠
り
て

二
百
年
手
向
け
し
菊
に
今
朝
の
初
霜
」

　
《寄
稿
》

夏
休
み
の
友
（
昔
の
話
第
３
弾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

夏
休
み
の
思
い
出
を
少
し
、
一
言
で
片

付
け
れ
ば
、
ず
ば
り
「
高
津
川
」
と
言
う

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
朝
起
き
て
、
午
前

中
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
、
当
時
の
児
童
等

の
主
流
の
宿
題
の
「
夏
休
み
の
友
」
と
い

う
宿
題
を
し
て
（
し
な
い
時
も
あ
っ
た
け

ど
）、
午
後
１
時
に
な
る
の
を
待
っ
て
い

た
の
で
す
。
指
定
時
間
に
な
る
と
、
六
年

生
が
黄
色
い
旗
を
決
め
ら
れ
た
所
へ
立

て
、
そ
れ
を
合
図
に
一
斉
に
川
へ
入
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

旗
が
立
つ
の
を
待
ち
き
れ
ず
、
川
辺
で

水
と
戯
れ
な
が
ら
、ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、

イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
待
つ
わ
け
で
す
。
泳

ぎ
方
も
上
級
生
に
、
言
わ
ば
強
引
な
方
法

で
深
い
所
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
溺
れ
か
け

な
が
ら
、
次
第
に
上
達
し
て
い
っ
た
も
の

で
す
。
上
の
人
も
同
級
生
も
沢
山
居
て
、

決
し
て
命
に
係
わ
る
様
な
こ
と
は
無
く
、

ふ
ざ
け
な
が
ら
、反
面
、愛
を
も
っ
て
や
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

圧
巻
は
、
飛
び
込
み
で
す
。
中
学
、
高

校
生
の
兄
さ
ん
達
は
、
３
～
４
ｍ
上
の
橋

の
欄
干
の
上
か
ら
の
下
の
深
み
へ
の
ダ
イ

ブ
、
周
り
に
岩
の
あ
る
別
の
場
所
で
は
、

そ
の
突
き
出
し
た
岩
に
の
ぼ
り
、
そ
こ
か

ら
の
大
ジ
ャ
ン
プ
で
す
。
低
学
年
の
頃
は
、

と
て
も
恐
く
て
、
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
必
死
の
思
い
で
つ

い
て
行
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
お
か
げ
で

度
胸
も
付
き
、
泳
ぎ
も
上
達
し
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
先
輩
、
み
ん
な
！
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ちょうみんひろば

　《
俳
句
》

花
菫
　
一
寸
程
を
　
避
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
智
子

靴
に
泥　

つ
け
山
吹
を　

手
土
産
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」　

一
年
生
の　

四
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

追
伸
や 

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
に 

会
ひ
た
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

つ
ち
ふ
る
や　

十
中
八
九　

待
た
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

松
の
花　

一
走
り
し
て　

雨
宿
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

享
保
の　

雛
を
見
ま
せ
と　

町
の
書
肆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

山
白
ろ
し　

豊
作
予
感　

こ
ぶ
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

令
和
に
て　

夫
亡
き
余
生
の　

夏
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

一
木
を　

紫
色
に　

山
の
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

ふ
と
わ
が
名
呼
ぶ
る
る
気
持
ち
に
揃
え
た
る　

　
　
　
　

亡
き
夫
の
靴
今
は
一
足
と
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

生
き
て
在
る
幸
せ
思
ふ
病
み
あ
が
り
の

　
　
　
　

身
体
風
呂
に
沈
め
ゆ
く
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
４
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　（
４
月
届
出
）

岩
本　

悠
（
は
る
）
さ
ん

　
　
　

郁
・
真
由
美
さ
ん
の
子　
　

七
日
市

長
峯　

詠
士
（
え
い
と
）　

さ
ん

　
　
　

勇
二
・
真
優
さ
ん
の
子　

七
日
市

杉　
　

靜
枝　
　

さ
ん　

88
歳　
　

沢
田

佐
藤　

リ
ツ　
　

さ
ん　

97
歳　
　

木
部
谷

長
嶺　

幸
子　
　

さ
ん　

72
歳　
　

樋
口

末
岡　

歳
人　
　

さ
ん　

86
歳　
　

真
田

廣
本　

君
夫　
　

さ
ん　

94
歳　
　

広
石

三
浦　
　

夫　
　

さ
ん　

89
歳　
　

白
谷

上
﨑　

富
子　
　

さ
ん　

97
歳　
　

柿
木

　
《川
柳
》

出
会
い
か
ら
二
人
三
脚
時
が
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

夢
で
見
た
姉
は
笑
顔
で
ア
イ
ス
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

人
生
は
出
会
い
別
れ
の
繰
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

な
つ
か
し
き
と
こ
ろ
で
出
会
い
胸
お
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

銀
杏
寮
シ
ョ
ー
ト
で
出
会
う
同
世
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

新
学
期
ど
ん
な
人
ら
と
出
会
う
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

老
い
て
尚
出
会
い
求
め
て
に
こ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

年
齢
か
さ
ね
出
会
い
ふ
れ
あ
い
支
え
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

人
生
は
出
会
い
別
れ
の
ド
ラ
マ
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

あ
ら
や
ー
だ
こ
ん
な
所
で
会
う
な
ん
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

町
歩
き
赤
の
他
人
と
服
か
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

マ
ス
ク
す
る
コ
ロ
ナ
落
ち
つ
き
鬚
隠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
５
月
号　

第
２
１
１
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、『
吉

賀
高
校
ア
ン
ト
レ
探
求
グ
ル
ー
プ　

柿

ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
ア
イ
ス　

ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
登
録
お
披
露
目
会
』
の
掲

載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
：
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
登

録
し
た
柿
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
ア
イ
ス

正
：
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
登

録
予
定
の
柿
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
ア
イ
ス

誤
：
牛
乳
を
使
わ
ず
、
柿
を
多
め
に
入

れ
て
作
り
ま
し
た

正
：
牛
乳
を
使
用
し
、
柿
を
多
め
に
入

れ
て
作
り
ま
し
た

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【お
詫
び
と
訂
正
】）

　《
短
歌
》

花
落
ち
て
峡
の
緑
に
染
ま
る
頃

　
　
　
　

山
に
ふ
た
た
び
静
か
さ
か
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史
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